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摂南大学では、すさみ町の活性化に協力したいと、平成２６年から和歌山県「大学のふるさと活
動」を展開しています(活動自体は平成22年から)。
学生が地域の人々と信頼関係を築き、高齢化する地域を元気にして８年目を迎えました。「広報す

さみ」3月号では、これまでの活動が「大学生の挑戦」というテーマで特集記事が紹介されました。
今回は恒例行事となった佐本地域住民との「春の交流会」を開催するほか、先月の活動に続き、佐

本地域での「なんでもやる隊」活動として高齢者宅訪問や旧佐本中学校のグランド整備を行います。
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＜平成26年10月8日 大学のふるさと協定調印＞

●滞在拠点：旧すさみ町立佐本小学校
（すさみ町佐本中92番地）

●参加者：学生５５人●３月１７日（日）午前中
地域の方と町役場も参加しての１年間の活動反省会

●３月１５日（金）～１８日（月）
「なんでもやる隊」佐本地域９地区の高齢者宅を訪問
旧佐本中学グラウンド整備活動に協力

今回の滞在予定

訪問前後に必ず
手書きのはがきを
住民に出して
交流を行います

約90軒!

●３月１７日（日） 13:00～15:00
「摂南大学・春の交流会in佐本川」開催

このほか滞在中、滞在拠点近隣の清掃活動、夏の伝統行事
「佐本川柱松」で使用の松明作り、町役場依頼の活動に協
力

学生らは地域の責任者と町役場担当者を交え、毎年、活動反
省会を開催しています。今年の反省会では佐本地域での昨年
１年間の活動を振り返り、改善点を検討し、今後の活動に生
かします。

平成２４年から毎年数回継続的に高齢者宅を訪問し、日々の
困りごとのヒアリングをはじめ住民と心の通う交流を行って
います。今回は、高齢者の皆さんを学生の滞在拠点の旧佐本
小学校の体育館に招き、昔懐かしい曲目を披露するバンド演
奏会、オセロゲームを行うなど学生独自のもてなしで交流を
図ります。

「摂南大学・春の交流会in佐本川」開催

地域の方と町役場との活動反省会を実施


